
TABLET Communicator 作業記録
組立／最終検査の複数ステップ作業の標準化、集計の自動化、

作業の見える化による現場／管理者の作業の省力化を実現

簡単な運用で作業状況・スキルの見える化を実現し、生産性を向上
作業実施記録のデジタル管理により、管理工数を削減

検査の進捗状況が集計後にしか把握できない

記録が紙で、転記・集計でミスが発生
リアルタイムでの集計で迅速なフィードバック

こんなことありませんか?
これで解決!

現場で即デジタル化、正確な情報を集計し、
集計作業工数を削減

作業者別の作業実績や能力が見えない
作業者別の実績、作業時間の見える化により、

能力の見える化の実現
高習熟作業者の検査・作業飛ばし

手順通りでの検査実施により、
検査飛ばし防止、作業の標準化の定着クレーム内容と検査担当者の紐付けが

できていない 検査対象と検査者の紐付けで
製品トレーサビリティーが向上

• 手順書を見ながら、正確な工程作業（組立工程、検査工程）を実施することでの作業精度の向上。
• 作業手順毎に作業終了、もしくはチェック完了を押下することで、次作業内容が自動的に表示され、作業

チェックと次作業表示を同時に行うことでの作業効率を向上。
• 作業手順毎、作業工程別の作業時間を自動集計されるため、作業の見える化を実現。
• 作業者別の作業状況も見えるため、作業進捗状況をリアルタイムに確認可能。
• 公差検査などにおいては、公差テーブルを設定することで、測定結果の自動判定も実施。
• 作業内容などの記録を画像撮影することにより、トレーサビリティー管理が可能。
• 作業工程別、作業者別の作業時間、作業結果を自動収集し、Webレポートで表示。
• ユーザーにて作業内容や作業工程、管理項目などを目的別に自由に設定可能。

特⾧

標準タイム（ST）の設定があいまい
クレーム発生時/未発生時のSTの相関が分かるよ
うになり、有効なSTが設定できるようになった

リアルタイムで進捗状況、
タクトタイムなどを表示

各種データベースから
製品情報などを取得

検査手順書の表示で標準化、
工程毎の検査をわかりやすく実施

(株)日本能率協会
コンサルティング

「IoT7つ道具」認定



【品目別、ライン別などの進捗率表示】 【品目別・作業者別作業時間表示】

全体的な作業時間の短縮、最適なST(標準時間)により標準化を実現!
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• 組立作業や検査指示書の表示、順送り機能
• 作業状況の進捗ステータス、作業時間情報集計機能
• 検査テーブル設定に基づく、検査結果の自動合否判定機能（公差検査などの数値データ）
• 収集したデータのアウトプット機能（ＣＳＶ形式）
• アプリケーションに使用する各種データ（検査品目や不良内容など）のメンテナンス機能
• しきい値を設定して、定期レポートや異常状態通知などのプッシュ・アラート機能
• 1次元、2次元バーコードを利用しての製品情報・作業者情報などの入力機能
• 作業工程や製品などの画像記録管理による、トレーサビリティー管理機能
• 作業工程や収集する情報などの管理・設定・編集機能

主な機能

収集したデータを自動集計・レポート

運用例

【製品の検査工程】 【製品・部品などの公差検査】

その他
 設備などのメンテナンス業務
 製品の機能評価
 部品のピッキング・梱包作業

など

【作業実施履歴表示】 【作業工程編集機能】 【トレーサビリティー管理機能】
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